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第 4回卓球大会を開催
2016 年 7 月 22 日（金）第４回卓球大会を開催しました。14 名で予選トーナメントを行い、勝ち上がった

4 名で準決勝・決勝戦を行いました。LIU ZI CHANG さん（中国）が優勝し、トロフィーと賞品が贈られ

ました。

2016 年 7 月 22 日（金）第４回カラオケ大会を開催しました。観客投票の結果、まっすぐな澄んだ

歌声で「Glitter Wish」を披露してくれた LEE MEI CHI さん（マレーシア）が優勝しました。今年

は 14 組の学生がエントリー、様々な地域・ジャンルの歌が披露され、大いに盛り上がりました。

第 4回カラオケ大会を開催
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発展途上国の教育開発
多様性の中で学ぶことの大切さ

黒田 一雄　早稲田大学大学院アジア太平洋研究科 教授　早稲田大学国際部長

アジア文化会館で学生時代を過ごされた経験を持つ黒田一雄先生は、国際教育開発分野の第一人
者として、外務省や JICA などの国際協力機関で様々な委員を歴任、政策やガイドラインの作成

に深く携わっています。また、EFA（Education for All）分野の研究者としてもご活躍、途上

国の障害児教育をテーマに世界各地を舞台に研究を続けられています。黒田先生が途上国の教育
支援に関心をもったきっかけはなんだったのか。そこへ辿り着くまでの道のりや、アジアにおけ
留学生交流の現状、さらには多様性の中で学ぶことで生まれる素晴らしい教育的効果について、
お話いただきました。

KAZUO  KURODA  Prof.

Special Interview
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アジアの教育が連携するために

　　　 まず、ご専門について教えてくださ

い。

　専門は比較国際教育学で、発展途上国の

教育開発研究ということを標榜しています。

また、EFA（Education for All：すべての人

に教育を）という世界的なムーブメントが

1990 年代以降あるのですが、その分野の研

究者として活動をしています。当初は女児・

女性の教育などについて、最近はインクルー

シブ教育、障害児教育を途上国の状況から

研究するというのが私の本来の研究テーマ

であり、今も続けていることです。

　現在の早稲田大学大学院アジア太平洋研

究科は国際関係論の研究科ですが、2003 年

にここに移る前は広島大学の教育開発国際

協力研究センター（CICE）という、まさに

日本の途上国への基礎教育援助が始まった

時に作られたセンターにいて、EFA の研究

者としてアフリカなど最貧国の基礎教育の

研究をしていました。

　現在も EFA についてはアフリカや南アジ

アを対象に研究し続けてきてはいるのです

が、それとともに高等教育の分野で、アジ

アの中で連携のフレームワークを作ってい

く、特に留学生交流のフレームワークを作っ

ていくということをテーマに、この 5 年間

くらいは研究をしています。

　なおかつ、私は現在国際部長をやってお

り、その前は留学センター所長などアドミ

ニストレーションのほうにずっと関わって

いたものですから、実践からもアジアの留

学生交流に携わることが多くありました。

一方で、高等教育の地域的な協力フレーム

ワーク構築のために、文部科学省や JICA 等

と、政策やガイドラインをつくるための機

関で仕事をさせていただく機会も増えてい

るものですから、研究だけではなく実践の

部分でも、専門として高等教育の国際化、

アジアの地域連携ということをやっている

状況になっています。

　　　 現在ではアジア全体が高等教育を十

分にできるようなレベルになっているので

しょうか。

　アセアン＋３（日本、中国、韓国）の中

で考えると、最も課題が大きいのが CLMV

と言われている、カンボジア、ラオス、ミャ

ンマー、ベトナムの国々だろうと思うので

すが、こういった国々も徐々に、特にベト

ナムなどはものすごい躍進を高等教育の分

野ではしています。もちろんまだものすご

い格差はあるのですが、どちらかが一方的

に援助するということではなくて、連携す

ることによって相互に良い結果を出せるよ

うなレベルには各国とも達してきていると

思います。

　もちろん援助は常に必要なのですが、最

近は“垂直的な援助”から“水平的な協

力”に国際協力のあり方自体が変わってき

ているんです。教育の分野だけで見てみて

も、特にアジアは急速に学習社会を作って

きていますから、その中でどのように連携

していくかということを考えることの方が、

今後は援助ということよりも重要な状態に

なっていくのだと思います。
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　　　 高等教育の分野で日本を含めたアジ

アが連携していくということですね。

　高等教育だけはなくて初等中等教育でもい

ろいろなアイディアがあるのですが、連携の

フレームワークをまず作るということが大切

だと思うんですね。例えば PISA（OECD 生

徒の学習到達度調査）のような学習到達度の

試験を地域的に作っていく。するとそれがベ

ンチマークになってお互いに教育水準を上げ

ていくための政策ができるということがある

わけです。高等教育の分野だとその先例が

ヨーロッパにあって、地域内の流動性を高め

ていくための、例えば単位互換であるとか、

質保証といった枠組みをきちっとすることに

よってお互いが流動していき、流動すること

自体が経済成長であったりとか、新しい科学

技術の増進であったりとかに繋がっていくと

いう考え方だと思います。

　ヨーロッパでは 1980 年代にエラスムス計

画が出来て EU における学生の流動化が促進

されたわけですが、これがアジアでも今起き

つつあることなのかなと思うんですね。流動

性を高めていくことが、アジアの中でのお互

いの学術であるとか経済であるとかを良い方

向に導いてくれる一つの方策としてあるんだ

ということに、それぞれの国が気付き始めて

いるのだと思います。

　昔はブレイン・ドレイン（頭脳流出）とブ

レイン・ゲイン（頭脳流入）ということを言っ

ていて、特に 80 年代後半というのはそれを

問うようなところもあったのですが、今の状

況というのは、アジアの中での人材が、ブレ

イン・サーキュレーション（頭脳循環）とい

う形になっていて、ある程度出来上がった一

つの労働市場の中において優秀な人たちが流

動性を持つことによって、地域経済全体が上

がっていくという考え方がされるようになっ

てきているんです。

　今アセアンでこれが起きていて、2015 年

はアセアン統合年で、アセアンのかなりい

ろいろな面での統合が進んだのですが、そ

こでは各国が人の流動性を向上させるため

に、資格作りとか、高等教育の質保証といっ

たことをやったんです。それをやることが

アセアン全体のためになるんだということ

に合意して、各国が、例えばそれぞれの高

等教育のあり方を変えるということをすご

くやったんですね。

　ですから、例えばフィリピンで長い間問題

だった10年生の初等教育が12年になったり、

東南アジアでは学年歴が合わなかったのです

が、それを変えるためにタイでは 4 か月くら

い授業を後に回したりしました。それは、ア

セアンの中で単一の高等教育市場を作ること

で流動性を高め、アセアンが地域として高等

教育に非常に強くなるためなんです。

　アジアにおける連携ということについて、

日中韓の間であるとか、アセアン＋３のと

ころではまだ深い合意というものは出来て

いないのですが、そういう時代に入ってき

ているのだと思います。

　　　 日本人の認識としてアジア統合とい

うのはあるのでしょうか。そうでないと生

き残っていけないというような、社会全体

がそういう認識を持っているのでしょうか。

　2005 年から、少なくとも 2010 年の尖閣問
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題のあたりまではかなり機運が盛り上がっ

たと思います。東アジア共同体構想という

ことで、政治的な部分でも国民の世論とし

ても前向きだった時代がありました。しか

し日中関係、日韓関係が悪くなってきた時

から、ちょっと“？”マークになってきて

いる所はあると思います。ただ、アジアは

常に経済が一つの牽引役ですので、例えば

東アジア地域包括的経済連携（ECEP）であ

るとか環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）

であるとか、経済連携を地域でやっていこ

うというのは、政治的な外交がこんなに悪

くてもずっと一緒で、なおかつ割と進んで

いるんですね。そういうことを考えるとま

だまだ希望はあるのではないかと思います

し、日中関係も日韓関係も少しずつ良くなっ

てきてはいますから、徐々に変わっていく

のではないかなと期待しています。

教育と発展途上国に対する純粋な関心

　　　 黒田先生は早稲田大学の政治経済学

部で勉強されたわけですが、どうして教育、

社会開発の方にいかれたのでしょうか。

　教育にはもともとすごく関心があって、

変なんですけど、中学生の時からユネスコ

とかにものすごい関心があったんです。国

際教育というような言葉などに関心があっ

て、ある意味平和を作るということに教育

が何かできるのではないかという漠然とし

たイメージを持っていました。私が通って

いた明治学園（北九州市）という学校では

シスター方の愛のある教育というのがあっ

て、自分がそれを受けられたことが本当に

人生にとって大きかったものですから、教

育ということの素晴らしさというか、教育

について勉強してみたいという気持ちを強

く持っていたんですね。ただもう一つ、途

上国に対する関心、貧困など世界の問題に

ついても同時にその頃に気づかされて、そ

ちらにも興味があったんです。

　結局、途上国のことを勉強しようと思い

早稲田の政経に入ったわけですが、大学に

入ってからも途上国の経済とは全然違うと

ころにある教育への関心はずっと自分の中

にありました。でもその二つは全然結びつ

きませんでした。というのはその当時、途

上国の教育支援とか教育協力という分野は

日本にはなかったんです。JICA でもやって

いませんでした。

　　　 途上国の教育支援というと、現在で

は政府はもちろん多くの NGO が取り組んで

いますが、まだ歴史は浅いということなの

でしょうか。

　1990 年にユネスコ、世界銀行、国際開発

計画、ユニセフが共催したジョムティエン

会議という、すごく重要でインパクトのあっ

た国際会議がタイで行われたのですが、こ

れ以降日本はもちろん世界が教育援助とい

うものを考え始めたんですね。実際に日本

が始めたのは 90 年代後半ですが、小学校建

設くらいはすぐに始まりました。ですから

それまでは、途上国の教育支援ということ

を考えること自体がほとんどなかったわけ

ですが、今や学校を作ることなどは援助の

代表みたいに言われていますね。昔は全然
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そうではなかったわけです。

　　　 ではジョムティエン会議がきっかけ

で、先生の中で途上国の教育と開発が結び

ついたわけですね。

　私は大学を卒業後、JICA などの国際援助

機関に就職したかったのですが、採用試験に

落ちてしまい、それなら開発銀行系の知識を

得たいと思い東京銀行に入行したんです。つ

まり経済をもって途上国に関わっていこうと

思っていたわけですが、ジョムティエン会議

後の 90 年代前半になると JICA などが途上

国への教育援助を行うという話が、私のよう

に外にいる人間にも伝わってくるわけです。

それで、もしかすると援助と教育って一緒

に考えることができるのかなということが、

ちょっとわかってきたわけです。

　結局、銀行を辞めてアジア経済研究所（現

ジェトロ・アジア経済研究所）の開発スクー

ルに入るわけですが、それも友人に頼まれ

て願書を取りに行ったのがきっかけでした。

そこで話を聞いているうちに、援助分野で

教育の専門家を養成することができるんだ

ということがわかり、それで「おーっ！」

と思い受けてみて、無事入ることが出来た

わけです。

　もちろん２年目にあった大学院留学では

教育のことを勉強しようと思い入学したの

ですが、実際入ってみるといろんな方にす

ごく反対されたんです。どうしてかと言う

と、日本は今、世界的な流れに乗って教育

援助ということを少し考えているかもしれ

ないけれど、これは長続きしないと。援助

で教育を対象とするのは間違っている。そ

の国の根幹である教育についてはその国に

任せなければいけないと。そういったこと

はいろんな ODA 関係者に言われました。も

ちろんそれは、それまでのインフラ中心の

経済協力の中で、教育援助をやってこなかっ

たことに対する言い訳でもあったわけです

が、本当にそう信じている人もたくさんそ

の時代にはいたんだと思います。

　　　 しかしご自身の決意は変わらなかっ

たわけですね。

　すごく悩みましたが、やはり教育援助の

勉強をしたいと思い、帰国後日本で仕事が

見つからなくてもいいと思って留学をした

覚えがあります。でもアメリカに留学し、

その後米国海外開発評議会（ODC）に少し

だけ在籍した後、日本に新しくできた CICE

の創立メンバーとして帰ってきたわけです

が、その時は世の中全く変わっていて、私

の研究に疑問を呈する人はいなくなってい

ました。ですからすごく妙な感じがしまし

たし、反対にちょっと変わり過ぎだなと思っ

たくらいです。

　つまり、それまでの良識であった「教育

はその国の根幹だから途上国自身がやらな

くちゃいけない。だから援助にはそぐわな

い」という考え方をパット捨ててしまい、

世界のトレンドに乗って教育援助を ODA で

やりましょうという感じになっていたわけ

ですね。ですから、そこについては危惧を

持ちながらも、自分がある意味では先駆的

な立場にあったものですから、いろんなフ

レームワークを作っていくということをし

ました。JICA でガイドラインを作る、文科
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省で政策を作る、外務省で小泉イ

ニシアティブを作る等いろいろ

あったのですが、それらのほとん

どに私は関わらせていただいたわ

けです。日本の教育援助の草創期

に関わることができて、すごく幸

運だったなと思っています。

　　　 その国の文化や習慣を守

りながら、途上国の基礎教育を

作っていくということですね。

　ガイドラインを作っていく中で

もそういったエッセンスを入れて

いくようにしています。例えば初

めての日本の基礎教育援助戦略で

ある BEGIN（成長のための基礎

教育イニシアティブ）を 2002 年

に小泉総理がカナダの G8 サミッ

トで発表する機会があり、その起

草のメンバーになったのですが、そこには文

化の多様性への配慮とか、相手国の状況に対

して押し付けるような形での教育援助という

のは良くないんだということについてのメッ

セージが色濃く入っています。

　日本はそういう意味では文化相対主義的

といいますか、例えばアメリカなどはアメ

リカンデモクラシーを伝えていくというとこ

ろがすごく強くあるのですが、そうではない

ニュートラルな教育援助、教育協力というこ

とをずっと言ってきていると思います。

　ただし、日本の教育経験を伝えていくと

いうこともやはり 2002 年から言われるよう

になってきていて、それについては激論が

あったんですね。まさに日本を押しつけて

いるような形になるんじゃないかという反

発が関係各所からすごくあったのですが、

結局それが一つの政策になって、今などは

まさに「日本の教育輸出」ということを言

うようになってきています。これについて

は基礎的な研究を立ち上げた時にも委員会

の中で議論をして、トランス・プラントす

るようなものではなくて、リファレンスと

して日本の教育を提示していき、向こうに

選んでもらうというような形、もしくは日

本をモデルにするのではなく、日本の教育

の問題点を知ってもらって学んでもらうと

いう形をどうやって提示できるかという研

究を行ってきてはいます。

　ですから、教育と途上国という自分の二
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つの関心が結びつくということには社会に

出てから気付き、それで今に至っているわ

けです。ただ、原点回帰しているようなと

ころもあります。高等教育というのは援助

の分野だったり、経済成長を促進していく

ものだったりするわけで、それについては

プロフェッショナルな仕事もしてきたつも

りですが、平和のための教育交流という、

ある意味で伝統的、歴史的な国際教育の考

え方というのをもう一度見直してみる、も

う一度体系化してみるということをやって

みたいなとは思っています。それは一つの

自分のテーマだったわけなんですが、それ

だけではない、グローバルな場で教育を考

えていくということ、どうやったら教育が

平和を作っていく礎になるのかということ

を、もう一つのテーマとしてやっていかな

ければいけないと思っています。

　　　 中学生時代に考えた教育が世界の平

和に寄与できるのではないかというお考え

ですね。

　ただ教育の機会を拡大していけば平和が

訪れたり、民主的な豊かな社会が訪れたりす

るわけではないんです。どのような教育を

行っていくのか、どんなふうに教育の体系を

作るのかという内容など、その枠組みの目標

を明確にしていかないとダメなんだと思い

ます。ヒトラーの時代だってものすごい教育

が行われていたわけですから、量的な意味で

の教育ということだけを考えたら、それはた

ぶん間違いになってしまうと思います。

　教育というのはまさに為政者の意図を、彼

らが自分たちを正当化するために使われる

部分はかなりあるわけで、それが社会を間

違った方向に進めていく可能性もあるわけで

すが、一方ではその教育を通じて能力を高め、

そこで伝えられた価値とは違う価値を獲得す

る人たちもたくさんいるわけです。

　　　 日本では国費留学生に対して ODA

が使われているわけですが、このことにつ

いては、いかがお考えですか。

　留学生を受入れた場合、お金は全部日本

に落ちますから ODA にするのはおかしいと

いう考え方もありますが、経済協力開発機

構（OECD）では何が ODA で何が ODA で

ないかということの基準を決めており、そ

れにカウントできるものはカウントして「日

本は ODA をこれだけたくさん出していま

す」というふうに言いたいということなの

ではないでしょうか。

　なおかつ、中曽根政権の留学生 10 万人計

画の中では、留学生受入れということにつ

いて、途上国支援の理念というものがかな

りあったと思うんです。ただ最近の、30 万

人計画以降の状況の中では、結局ブレイン・

ゲイン政策になっていて、これは自分たち

のためにやっていることですから、やはり

ODA を使うのはおかしいのではという考え

方はあります。

　でも高等教育協力というのは現地でやって

もそういう部分はあるんです。例えばフラン

スは「仏語圏アフリカの脳をつかんでいる」

とフランス人はよく言いますが、フランスと

してはあの地域を仏語圏アフリカのままにす

るために高等教育の支援が必要なんですね。

そういったところに使われるものについても
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ODA とするのは、批判があるところですね。

　ただ、国益にもいろいろあって、国益が

あったからといって向こうに益がなかった

かというとそうではありませんね。こちら

の国益と相手の国益をどちらも増進させる

ことができるかもしれないし、反対に向こ

うの国益にならなければこちらの国益にも

ならない状況もすごくあるわけです。

全ての人に教育を

　　　 現在の EFA 関連ではどのような研

究をされているのでしょうか。

　今プロジェクトとして自分が一番注力し

ているのは、途上国の障害児教育のことで

す。この 5 年くらい、ユネスコのアジア太

平洋教育事務局と文科省のお金を得て共同

研究のようなことをやっていて、南アジア

の障害児教育、特にインクルーシブ教育の

導入過程についての研究を行いました。そ

して一昨年からは JICA 研究所でプロジェク

トを組み、カンボジアとモンゴルとネパー

ルでの実態調査をやっています。これらの

国でインクルーシブ教育と特殊教育につい

て、親と先生がどのように見ているのかと

いうことについても研究をしています。

　　　 カンボジア、ネパール、モンゴルと

いうのは所得的にはまだ低いわけですが、

特殊教育などはもう始まっているのでしょ

うか。

　もともと歴史的には最貧国であっても、

一部の都市でのスペシャル教育、例えばミッ

ショナリーなどが始めた障害児教育という

のはどこの国でもあるんです。しかしそれ

が体系的な政策として行われてはいません。

例えば EFA が達成されてない、初等教育の

就学率が 8 割、9 割の国では、障害児の教育

政策がしっかり機能していないというとこ

ろは相当あります。

　反対に言えば全世界には5,800万人くらい、

初等教育の学齢期で学校に通えていない子

供たちがいるのですが、そのうちの 3 割く

らいが障害児だと言われています。つまり

は障害児の教育機会の充実なしに EFA の達

成は絶対にないと言うことです。

　　　 インクルーシブ教育というのは、障

害を持っている子が健常者の子供たちと一

緒に学ぶ統合教育とどのように違うので

しょうか。

　統合教育では障害児が特別で、その子た

ちを健常者の中に入れるという考え方がな

されますが、インクルーシブ教育では、教

育システム全体を、その多様性に対して柔

軟に対応できるような状況にしていくとい

う考え方をします。ですので、統合教育で

は変わるべきは障害児そのもの、障害児が

なんとかついていくということに焦点が置

かれていましたが、インクルーシブ教育の

場合、変わるべきは教育であって、教育シ

ステムが障害児や言語のマイノリティーと

いった人たちに対して合う形になっていく。

フレキシブルな教育体系を作っていくとい

うことが求められているんです。

　　　 インクルーシブ教育について、途上

国にもモデルケースのようなものはあるの

でしょうか。
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　私はフィールドワークで途上国もいろい

ろな国を回ったのですが、本当に貧しい国

でもモデルケースとなるようなものはあり

ます。特にその中で素晴らしいと思ったの

はカンボジアのケースで、そこにクルサー

ティマイという NGO があるのですが、こ

こは視覚障害と聴覚障害の子供たちを受け

入れていて、特殊教育をやっているんです。

カンボジアの学校は今でも二部制なので普

通の子供たちは午前か午後に学校に行くわ

けですが、この特殊教育を受けている子た

ちは午前はクルサーティマイに行き、午後

は普通の学校に入れられるんです。そうす

るとそこはインクルーシブになるわけです

ね。学校の先生たちたちについてもトレー

ニングを行って、ある程度視覚聴覚の障害

児を受け入れられる体制を作っていくとい

うことをやっています。

　で、ここで面白いのは、障害児は午前午

後二つのクラスに行っているので、授業時

間が二倍になるわけですが、この子たちの

パフォーマンスのほうが健常者よりも高い

んです。さらにもっと面白いのは一緒に勉

強している子供たちの学力も高いというこ

となんです。

　つまり、これまで多様性が学級にあるとい

うことについては、常にチャレンジ、課題、

問題だという風に捉えられていたわけです

が、実際は多様性があるという状況を作って

いくことで、全体のクオリティーが上がる可

能性があるのではないかということです。

　このことについては先進国でたくさんの

実証研究がなされていて、まったくネガティ

ブに影響したという例もあるのですが、多

くの研究がプラス、もしくはニュートラル

という結果になっています。

　これは留学生についても言えることです。

高等教育の国際化というのは日本の中では

世界の中での競争力を高めましょうという

話で、それはその通りで悪いことだとは思っ

ていないのですが、高等教育の国際化、留

学生がたくさん勉強しているという状況の

中で、日本の高等教育はより良くなるんで

す。ただ単に世界がグローバル化するから

高等教育も合わせてグローバル化していく

ということではなくて、日本の高等教育の

水準を上げるためにも、教育環境の国際化、

多様化ということが重要なことだという

ことを明確にしていかなければいけないと

思っています。

　留学生はコストだと思っている大学人は

今でもまだいます。でも私はそうではなく、

留学生がいることはすごく大きなアセット

だと思います。

変わる学生の姿

　　　 実際に教鞭をとられていて、留学生

がいることで日本人学生の力が上がってい

るということは実感されますか。

　私たちの研究科では選考段階で留学生と

日本人を区別してないのですが、そうする

と留学生のほうが優秀なものですから、ど

んどん増えていってしまって、一時は全体

の８割くらいになってしまったんです。最

近それでは多すぎる、日本人が一定数いな
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いと日本の研究科としてはよろしくないと

いうことで、今は少し日本人を増やしてい

ますが、それでも留学生が 7 割くらいです。

　でもそういった学習環境の中で 3 割の日

本人学生は鍛えられますよ。積極的に質問

をしてくる留学生の中で、日本人が自分も

質問しなくてはと思い、一生懸命手を上げ

たりするわけで、まさに国際化したことで、

日本人学生にとっては良い鍛練の場になっ

ているなと思っています。

　また、私が留学したスタンフォード大学、

コーネル大学でもそうでしたが、留学生が

大勢いることによって、ローカルの学生に

学びがあるのはもちろん、先生にも正直イ

ンプットがあるなと思いましたし、今逆に

私はそれを感じています。実際留学生が大

勢いてくれるから私の研究は進んだんだと

思います。だから学生は国際的に集めた方

が絶対にいいと確信しています。

　　　 先生の学生時代と今とを比較して、

違いを感じることはありますか。

　私はアメリカに留学して現地の高等教育

に衝撃を受け、日本の大学について考える

ところがあったのですが、日本に帰国して

ずいぶん考え方が変わりました。例えば広

島大学は理系中心の大学ですが、理系の学

生というのはこんなに勉強するのかと思い

ましたし、早稲田に帰ってきたら何かカル

チャーが変わっていて、先生たちも教育熱

心になっているし、学生も物すごく授業に

出るようになっていました。私たちの時代

は“学外”の活動に忙しかったわけですが、

それに比べると今の学生は「そんなに暇な

のか！？」というほど勉強熱心ですね（笑）。

もちろんそれはいいことなのですが、若干

心配している所もあるんです。

　今、アメリカ型の高等教育改革が日本に

入ってきて、出席率を上げさせて、締めつ

けて教育していくという感じに日本の大学

全体が行っているようなところがあります。

その結果、教育の質が担保される、先生た

ちが一生懸命授業をするようになる等、良

い部分も多いのですが、それが行き過ぎて、

今の学生が、私たちが経験したような学生

文化みたいなものを経験できないとしたら、

それはそれで残念なことだと思いますし、

そういったものは大切にしていかなければ

いけないと思っています。

　　　 昔は学生がもっと自由だったという

ことですね。

　自由というものがクリエイティビティー

の基礎にはあるんですね。かつて、それだ

けはあったわけじゃないですか。その中で

溺れていく人もいましたが、新しいものに

巡り合って、自分を鍛練できる人もたくさ

んいたんですね。

　私はアメリカに行って、ここの学生たち

は読書を楽しんでないなと思ったんです。

毎週 1,000 ページとか、あまりにもリーディ

ングが多いものですから、とにかく読むこ

とをこなさなければならず、それを楽しむ

余裕があまりないんです。私の知っている

日本の大学のいわゆる勉強する人たちとい

うのは、系統だっていないかもしれません

が、すごく本を楽しんで読んでいました。

また、一晩中議論をしてみたりといったこ
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とをしていたわけですが、アメリカの大学

というのはその余裕がないわけです。です

から、自分が教える立場になった時、そう

いう感じにはしたくないなと思いましたね。

　結局授業で伝えられることや、読んで覚

えられることというのは限られているわけ

です。それよりもインスパイアすることが

大切なんです。面白いと思うというか、こ

れは大切だと感じてそこにどれだけ自分が

積極的に関わっていけるかといったことの

ほうが重要だと思いますし、その方が継続

的だと思います。ですから学生にはそういっ

たことを伝えられるよう心がけています。

教育分野のグローバルガバナンス

　　　 日本の教育について、他の国との比

較で今後どうなっていくのか、また先生ご

自身の期待するところをお聞かせください。

　“どうなって行くべきか”、というところ

で思っていることですが、今、教育の分野

においてもグローバルガ

バナンスというのが生成

してきているんですね。

国連がグローバルガバナ

ンスの中心のような感じ

がするんですが、それだ

けではなくて、実はいろ

んな形で今、グローバル

ガバナンスというのが、

いい意味でも悪い意味で

も存在しています。

　政策課題のようなもの

が全部国境を越え始めているものですから、

例えば環境問題などは典型例だと思うので

すが、これまでのナショナルガバナンスだ

けでは追いつかず、グローバルなガバナン

スが必要になってきているわけです。これ

の一つの悪い例が大学ランキングだと思う

のですが、国際的な大学ランキングのよう

なものが、なぜこれだけもてはやされるよ

うになってきたのかというと、大学を選別

するということを、国際的な枠組みでしか

考えられなくなっている人たちが増え、ニー

ズが出てきてしまっているからなんです。

同じ国の中で比較するのではなくて、世界

の中で順位付けをしていく。これはアンフェ

アだと思いますし、アングロサクソンに偏っ

た形、間違った形で運用されていると思い

ますが、そこにニーズがあって、なおかつ

それが市場を作って大学もその中で努力す

るという状況になってきています。

　これをこれからどう良い方向に持っていか

なければいけないかという議論は別に必要な
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んですが、一つの例として、教育のあり方と

いうのがボーダーを超えてグローバル化、も

しくはリージョナル化しているということで

す。それぞれの大学が、日本だけではなく、

その大学のアジアでの評価はどうなのか、と

いうような形で考えていかなければいけなく

なってきているということです。

　　　 グローバルガバナンスを考えたとき、

日本の場合は言葉の問題がありますが、そ

こはどうやって解決できるのでしょうか。

　一つ、バイリンガル化は考えていかなけれ

ばいけないのかもしれません。日本文化は、

はっきりとした形でありますし、日本は文化

を守れないような弱い国ではないわけです。

そういう意味では英語をある程度入れて行く

ということが、世界に通用する社会を作って

いくことになるのだと思います。アセアンに

おいても共通言語はもう英語であり、そうで

ないとアセアンは一つになれないんですね。

日中韓においてもやはり英語で、英語を媒介

にして三者が理解し合うという形を作って行

くしかないんだと思います。

　ですから、英語をある程度媒介言語とし

て日本の中で確立していく…例えば香港の

ような社会にしていくことがあったら、日

本はもっと外に対して開かれて外国人も住

みやすい社会になっていくと思います。

　日本の高等教育機関が一定の英語化を受

入れることについては、それで日本の学術

がダメになるという人もいますが、私はそ

うではないと思っています。

　　　 アジア太平洋科では、全ての授業を

バイリンガルで行っているのでしょうか。

　全ての授業を両方の言語で、というのはな

かなか難しくて、ある科目は日本語だけ、英

語だけというものもあります。ただ、そういっ

たバイリンガルな状況でもディグリーが終わ

る状況を作る形にすることによって、より留

学生を受入れることが簡単になります。

　面白いのは日本の大学の中でも英語化と

バイリンガル化、二つの流れがあることで

す。例えば秋田の国際教養大学は全部英語

ですが、立命館アジア太平洋大学はバイリ

ンガルです。早稲田の中でもこの研究科は

バイリンガルですが、国際教養学部は全部

英語で授業をしています。実際にやってみ

て、コストはかかりますが、私はバイリン

ガル化が正しい方向なのではないかと思い

ます。

　　　 そうした面も含めて、早稲田は留学

生の派遣と受入れという面ではかなり進ん

でいるのではないでしょうか。

　大きな大学なので人数で言うべきではな

いんですが、どちらも日本で一番の数です。

　90 年代に当時の奥島総長がアジア太平洋

研究科を作る時、まずアジアの大学として確

立して、その後世界に打って出るというよう

な話をしたわけですが、今、私たちが思って

いるのは、中国の大学生とアメリカの大学生

が交流できる場を日本に作り、早稲田をその

舞台にできないかということです。

　今、アメリカの一流大学から学生たちが来

るグローバル・リーダーシップ・プログラム

というスキームがあるのですが、これに加え

て中国のトップ５大学から学生を受入れる制

度を中国の頂新集団という企業グループから
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寄付をいただき、この秋から始めます。この

２つをどうにかドッキングさせて、中国とア

メリカの間にある日本で、トランス・パシ

フィックな教育環境を作って行くことができ

ないかなと思っています。もちろん、実現の

ためにはそれを支える資金がなければいけな

いので、そういった構想を作り、今、関係機

関に訴えているところです。

　また、イスラムも重要ですからイスラム

研究等もやりたいということで、私たちは

カタールと交渉しています。こちらはまだ

成功していないのですが、これからイスラ

ム教徒の人口も世界的に大きくなりますし、

日本の中できちっとしたイスラム研究の教

育拠点があることは非常に重要なことだと

思っています。

　　　 日本でトップの私立大学がそういっ

た志をもってやっているというのは心強い

ですね。

　早稲田だけではなく、それぞれの大学に

志を立ててもらいたいなと思うんですね。

生き残りだけではない志といいますか、ど

んな役割を国際社会の中で、もしくは日本

の中で果たしていけるのかということを考

えてもらいたいと思います。

日本百賢奨学金プログラム

　　　 さて、ここで早稲田がアンカー大

学になっている日本百賢の奨学金プログラ

ムについてお聞かせください。今年は第２

回目のサマープログラムが早稲田大学で行

われましたが、この百賢プログラムで気に

なっているのは日本人がまだ少ないという

ことですね。今回のサマープログラムでは

早稲田の学生がバディなどである程度参加

していたので、一定程度の数は見られたの

ですが、実際に正規の奨学金は応募してく

る日本人がほとんどいないという現状で、

どうしたら増やすことができるのかという

ことが課題と聞いています。

　私もまさにそこが課題だと思うんです

ね。アジアの中の域内交流を高めるために

この奨学金を作ってくれたというのは素晴

らしいことだと思いますし、その意図は間

違いないと思うのですが、その中で日本人

学生のアジア留学というのをもっと前に進

めて行かないといけないということだと思

います。

　アジアからはある意味で十分に日本には

来ていると思いますので、今度はこちらか

らどういう人たちが行くのかということで

すが、そこで指定大学が限られていたりと

か、ディグリープログラムでないといけな

いといった制限がありますので、もう少し

そこの制限が緩まれば違うのではないかと

思います。

　　　 制限を緩めれば日本人の応募者は少

なくはないと思いますが。

　今は大学を指定していますので、そうい

うところで難しいということはあるかもし

れませんし、各大学にとって留学をさせる

というのは、交換留学であればその大学に

とっても意味があるのですが、大学院で他

の大学に行かせるというのはあまりメリッ

トがないわけです。当然優秀な学生は抱え
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込みたいと思うのが大学の常ですので、そ

ういう意味でこういった奨学金プログラム

を宣伝してくださいといっても実はあまり

効果的にできなかったりするわけです。

　ですから、アジアへの留学へ向けて、日

本人にオープンに奨学金を出すという形で

の集め方をすればかなりの応募者があると

思います。

　いずれにしてもこのサマープログラムは

素晴らしいイニシアティブだと思います。

留学のための奨学金というのは、どうして

も個人に帰属したものになりますし、お金

をもらって終わりになってしまうところが

あるわけですが、このサマープログラムの

ように、提供者の意図を伝えるということ

を、これだけの大きな仕掛けをつくってや

るということを続けていただければなと思

います。

ABK の思い出と今後の期待

　　　 最後に、アジア文化会館（ABK）

の思い出についてお聞かせいただけます

か。

　私は学部２年生から卒業までの 3 年間と

アジア経済研究所の開発スクールにいた時

の 1 年間、合計 4 年間 ABK に住んだので

すが、思い出はあまりにもたくさんありま

す。プラザ合意が 1985 年で、そこから円

高が進んだわけですが、私は 1989 年の卒

業ですからちょうどバブルの時代に学生生

活を送ったわけです。当時は日本に来てい

る留学生の困窮というのがすごく問題に

なって、新聞などに盛んに取り上げられ

て、ABK がそこですごく活躍することに

なりました。具体的には、留学生がミカン

箱を机にして勉強している写真が新聞の一

面に載ったことで世間の同情を呼び、たく

さんの物資が ABK に届くことになりまし

た。なぜかというと、当時 ABK には物資

を送ってもらうセンターがつくられたから

で、届いた物資を整理する作業を私も手伝

いましたけど、下着をそのまま送ってくる

ような人がいたりして、職員の方がすごく

怒ったりということもありました。最終的

にこの事業は止めてしまったんですが、日

本人の外国人留学生に対する関心というの

が高まった時ではあったんですね。

　そういう時代だったので、留学生も日本

社会に対していろいろな思いを持っていま

した。ある時ロビーでみんなと文部省（現

文科省）の留学生課長が留学生政策につい

て関係者と対談をするというテレビ番組を

見たのですが、留学生課長の発言の時にな

ると留学生がすごく怒ってテレビに向かっ

て抗議をするんです。ある意味で留学生の

側も権利主張というか、日本は留学生への

対応が遅れていて、来てみたけれど不満が

多いということがあったんだと思います。

また、戦争責任の問題なども留学生と話し

ているとたくさん出てきて、いろんな意味

で留学生と議論をする機会がすごくあった

のが ABK での 4 年間でした。

　　　 ABK での生活を通してアジアに対

するイメージや考え方が変わったのではな

いでしょうか。
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Prof. KAZUO  KURODA

　留学生フロアーは、一国３人までと決

まっていたので、いろいろな国の人たちが

いました。私はその時はアジアのことを知

りたい、途上国のことを知りたいと思って

アジア文化会館に住んだわけですが、途中、

東南アジア青年の船などにも参加して、ア

ジアに対するイメージが、それまでの“貧

困のアジア”、“戦争責任の対象のアジア”

というものから、面白いアジア、元気なア

ジアといったものに変わって行った。アジ

アが好きになるという感覚がどんどん大き

くなっていきました。

　そうした自分の変化をすごく肯定的に見

ていたので、ABK で議論をしている時に、

被害者としてのアジアみたいなことばかり

を留学生や職員が言うと、それに反発する

ようなところもあったんですね。

　でも一方で大学に来ると、あまりにも自

分の周りがアジアのこととか戦争責任のこ

とについて無関心で、理解をしていないわ

けです。それで 1 日のうちで、ABK にいる

時と大学にいる時で自分が違った人間にな

るような感じがしていました。ABK では

日本のことを弁護するようなところがある

のですが、大学に来ると全く反対で、ここ

の日本人はアジアをわかっていないと思っ

たし、本当にひどいと思ったこともたくさ

んありましたね。

　　　 今、早稲田大学には多くの留学生が

来ていますが、当時は同級生などに留学生

は少なかったでしょうか。

　マレーシア人の友達が１人いて彼とは同

じゼミですごく仲良しだったんですが、そ

の人くらいで、留学生と議論をするのはい

つも ABK でしたね。当時は留学生も初め

て海外に来ましたという人が多くて、すご

く異文化接触みたいなことがいっぱいあり

ました。新年会の準備をしていて、料理を

作ったり出し物を準備したりという中で、

みんながすごく揉めたのを私はよく覚えて

います。

　また、ABK は寮生に経営参加をさせる

んですね。食堂を今後どうするかとか、一

生懸命考えました（笑）。留学生と一緒に

議論をして物事を決めていくということを

やるわけで、それは本当に良かったなと

思っています。つまり良かったというのは

待つことを覚えたというか、言葉の問題が

あった時に、もしくはどうしても理解でき

ない論理があったといった時に、少し後に

引いてみて考えることができるようになっ

た。そういったことは、本当に ABK で学

んだと思うんですね。

　自分がアメリカで留学生になった時には

同じことを反対に感じました。ああ、待っ

てもらわなきゃいけないけれど、でもそれ

がある意味で国際社会なんだと。お互いが

完全に同じになるとか同意することはでき

ないけど、友情を持ったり、愛したりする

ことはできるんだということを ABK で既

に学んでいたので、ある意味余裕を持って

留学生活を送ることができたと思います。

　問題があったり、難しさがあったりする

けれど、その上にすごく楽しいこととか面

白いこととか感動することがある。それが

国際交流の面白いところだなというふうに
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＜プロフィール＞　福岡県生まれ。1989
年早稲田大学政治経済学部卒業、1991
年アジア経済研究所開発スクール修了、
1993 年米国スタンフォード大学大学院
修士課程修了（M.A. 取得　国際教育開発）、
1996 年コーネル大学大学院博士課程修了

（Ph.d. 取得　教育・開発社会学）、1996
年米国海外開発評議会研究員、1997 年
広島大学教育開発国際協力研究センター講
師、2000 年同センター助教授、2003
年早稲田大学大学院アジア太平洋研究科
助教授、2006 年より現職。1986 年〜
1989 年、1991 年アジア文化会館（ABK）
在館。編著に、『国際教育開発論−理論と
実践』（有斐閣）、『アジアの高等教育ガバ
ナンス』（勁草書房）など。

ABK ですごく実感したんです。

　だから私は共生寮を早稲田にもっと

作りたいと思っています。今は寮が足

りなくて、交換学生は交換学生だけで

住んでいますから、なんとか日本人と

一緒に住める共生寮を作りたいと思っ

ています。交換学生だけで毎年 600 人

くらいいますから、彼らがいつも外

国人だけで寮に住んでいるというのは

もったいないと感じています。

　　　 ABK に対する今後の期待、そ

して ABK の今後の役割についてどう

お考えですか。

　私がいた当時も、もっとシンクタン

ク的な機能、もしくは留学生のフォー

ラム的な機能を果たせるようにしてい

くべきなのではないかという議論をし

ていた覚えがありますが、留学生受け

入れについて ABK はこれだけの実績と知

見を持っている機関なわけですから、政策

的なところとか、もしくは実践の大きな枠

組みなどにも関わっていかないといけない

のではないかなと思います。日本への留学

生も ABK が個別に相手にできる時代では

ないわけで、もちろんそんな時代はとうに

過ぎたのかも知れませんが、それでも ABK

はそれをやろうとしてきたと思うんです。

ABK の手の届くところでがんばろうとい

うことはもうずいぶんやってらっしゃった

と思うのですが、でもそれを超えて ABK

の役割はあるのではないかと思います。

　　　 貴重なお話とご意見、ありがとうご

ざいました。
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優秀な学生が経済的問題から研究の道を閉ざされたり、他国へ行ってしまうようなこと
があれば、それは日本にとって大きな損失に他なりません。不況が叫ばれて久しい中、
長年にわたり学生を支援し続ける奨学団体の存在は、留学生のみならず全ての関係者に
とって非常に頼もしいものと言えるでしょう。経済面のみならず、交流活動や独自のコ
ミュニケーション手段により、時に学生の精神面をも支える奨学団体の魅力とは？　今
年設立 20 周年を迎えた佐藤陽国際奨学財団にお邪魔し、常務理事の大塚正則さん、事務
局長の西山裕さん、次長の林裕美さんに、お話をうかがいました。

公益財団法人 佐藤陽国際奨学財団

奨学団体に聞く

＜概略＞ サトーホールディングス株式会社（東京・目黒）の創業者である佐藤陽氏が、会社の成長
を支えてくれた東南・南西アジアの人々の恩に報いるため、個人資産を投じ 1996 年に設立した「財
団法人サトー国際奨学財団」（2010 年より公益財団法人佐藤陽国際奨学財団）。同財団は設立年で
ある 1996 年、上記国々出身の私費留学生を対象に奨学金支給事業を開始する。その後、1998
年に短期留学生奨学金制度、2004 年には日本人の海外派遣留学奨学金制度を開始、これまで支援
した奨学生は 700 名を超え、博士号取得者は 110 名余りを数える。

〒 153-0064 東京都目黒区下目黒 1-7-1　E-mail  sisf@sato-global.com　URL  http://sisf.or.jp

■私費留学生奨学金制度
＜対象国＞バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、カンボジア、インド、インドネシア、ラオス、マレー
シア、モルディブ、ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、
タイ、東ティモール、ベトナム
＜奨学金＞学部生 月額 15 万円、大学院生 月額 18 万円
＜支給期間＞２年間　（博士後期課程は課程修了までの期間）
他に、大学院生を対象に 1 年目 10 万円、2 年目・3 年目各 20 万円を上限に支給

■短期留学生奨学金制度
＜対象国＞私費留学生奨学金制度と同じ　
＜奨学金＞月額 10 万円
＜支給期間＞満 8 か月以上 12 か月以内
他に、往復渡航費用として実費支給、交換留学一時金として 5 万円支給　　

■日本人海外派遣留学奨学金制度
＜対象国＞私費留学生奨学金制度と同じ　
＜奨学金＞月額 8 万円（シンガポールは 12 万円）
＜支給期間＞満 6 か月以上 12 か月以内
他に、渡航費として 25 万円、一時金として 10 万円、保険料として実費（15 万円を上限）を支給

Sato Yo International Scholarship Foundation (SISF)
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奨学金支給制度について

編集部　御財団の私費留学生奨学金制度につ
いて、特色やこれまでの採用者数等を教えて
いただけますか。
大塚　私たちの私費留学生奨学金制度の特徴
としてはまず留学生の対象国を ASEAN 諸
国および南西アジア 18 か国としていること、
次に全国の大学を対象としていることです。
また、応募条件には年齢制限がありませんか
ら、お子さんがすでにいるような人もいて、
子育てをしながら日本の大学院に通うために
来日している人もけっこういます。
　この 20 年間の応募者数は約 5,800 名で、採
用者数は 469 名でした。学部、院別に見ると、
学部生の応募が約 2,300 名で、院生は 3,500 名、
採用者数で見ても学部生 200 名に対して院生
は 269 名ですから、院生の割合が多くなって
います。
編集部　奨学生の採用で重視されているのは
どんなことでしょう。
大塚　採用に関しては、選考をお願いしてい
る委員が 13 名おられ、それぞれの委員がそ
れぞれの考え方で選考されており、財団が特
にこれを重視して選んでくださいということ
はありません。当然、大学の成績や日本語力
というところは前提条件になりますが、それ
以外の必須条件として、社会貢献をやってい
るかどうかを見ています。応募書類にはこれ
までにどんな社会貢献をしてきたかを書いて
もらう欄があるのですが、そこが空欄になっ
ている人は他がどんなに良くても不合格とな
ります。それから、1200 字でエッセイを書
いてもらっていますが、そこでは自分が日本
に留学した動機だとか、将来どういうことを

したいのかということを書いてもらいます。
選考の際にはそこに自分の思いとかユニーク
さが出ているかどうかも判断材料になってい
るのだと思います。当然博士課程の学生です
と、研究がユニークかどうか、博士号をとれ
る可能性があるかどうか、といったところも
選考委員は見ています。
編集部　社会貢献というのは具体的にどんな
ことになりますか。
大塚　例えば留学生会で活動し後輩の面倒を
見ている、震災のボランティアをした、母国
の文化や伝統を教えるイベントに参加したな
ど、身近にできることが多いですね。なかに
は資格を活かして医療ボランティア等をして
いる人もいます。
編集部　1998 年には短期留学奨学生の募集
を開始されています。
大塚　短期留学生奨学生については、協定大
学からの推薦という形で行っていますが、こ
れまで合計 155 名、2016 年度については協定
大学が 9 校で合計 13 名を採用しました。協
定大学については公募していますから、応募
があれば選考をさせていただき、５年間の協
定を結ぶことになりますが、選考の際はこれ
までの受入れ実績が重視されます。最近各大
学とも日本人学生を海外に送る場合は交換留
学というケースが多くなっており、向こうか
ら外国人学生が来ますので、短期留学生自体
はかなりいるのではないでしょうか。
林　短期留学奨学生については渡航費から面
倒を見ていますので、みなさん帰国する際、
私たちの奨学金がなかったら日本に来ること
はできなかったと感謝の言葉を述べてくれま
すね。彼らは現地の大学でも選ばれた優秀な
人たちですから GPA も高く、帰国後日本が
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気に入ったからと、国費の奨学金等を利用し
て再度日本に留学する学生もいます。
編集部　では 2004 年に開始された日本人の
海外派遣留学奨学金制度について教えてくだ
さい。
大塚　海外派遣留学奨学金制度は、東南・南
西アジアと日本、双方向の交流を進めたいと
いう思いで始めましたが、これまで協定大学
の学生を対象に 108 名を支援してきました。
現在は 22 ある協定大学から学生を推薦して
もらっていますが、開始当初は２校だけで募
集人数を満たすのに苦労しました。最近はグ
ローバル化、アジアブームということもあり、
応募者が増え倍率は２倍程になっています。
西山　希望の留学先としてはタイが多いで
すね。
大塚　カンボジアやミャンマー等、他の国に
もっと行ったらどうかということになるので
すが、留学先は自分が所属している大学が協
定を結んでいる大学と決まっているので、選
べる国や大学が偏ってしまうということはあ
るようです。
編集部　財団が意図するものと日本人学生の
留学目的にギャップがあるといったことはあ
りませんか。
大塚　私たちが学生に求めるものは、学ぶべ
きことをしっかり学ぶことは勿論、語学の習
得、異文化交流、そして多様性等を学んでも
らうということになりますが、みなさん語学
力は十分に付けてきますし、現地では様々な
国の人と生活を共にし、異国の文化を学んで
います。また、周辺国も旅行し知見を広めて
います。ですから私たちが目的としているも
のとほぼ一致していると思います。
林　今は現地で何を学ぶのか、学生もきち

んと準備するようになりましたし、採用の
際の面接も語学力の確認をするようになり
ました。当初は応募者が少なかったことも
あり、まずは経験ということで、とにかく
行って経験してきなさいという面が強かっ
たと思います。
編集部　支給金額や奨学生数の拡大について
はいかがお考えですか
大塚　私費留学奨学金に対しては今年の春に
学部生の支給金額をそれまでの 12 万円から
15 万円に増やしました。大学院生について
は奨学金 18 万円の他に学会に行くための補
助金も出しており、勉学や研究に専念できる
ような支援を行っていると認識しています。
　また、海外からの短期留学生についても、
最初は大学の留学期間に合わせて 10 か月の
支援でしたが、留学期間が１年になる大学も
あるため支援期間も最長 1 年間に変えまし
た。大学の制度が変われば、それに合わせて
こちらも変えていかなければなりませんか
ら、そういった情報をいち早くキャッチする、
そのため大学との協力関係をいかに強くする
かということは課題だと思っています。
　現役奨学生の総数については現在 100 名ほ
どですが、お互い顔の見える関係、交流会な
どを通じた人と人との触れ合いが最も重要だ
と考えていますから、これ以上規模を拡大す
ることは考えていません。

心の安らぎを得られる交流会

編集部　財団と奨学生との繋がりを深める交
流会の開催についてですが、学生からの反応
等はいかがでしょうか。
林　交流会は年６回開催していますが、毎回
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出席率はほぼ 100％ですね。交流会への参加
は奨学生の義務なのですが、もともと交流好
きの人が採用されているということもあっ
て、みなさんけっこう楽しみにしてくれてい
て、参加するだけでなく係などのお手伝いも
してくれるんです。学生が自分たちで会を
作っていると思ってくれているのではないで
しょうか。
　博士課程になると今日が何曜日なのかわか
らなくなるほど、ずっと研究室に篭っている
人もいるわけで、交流会に来て全く違う分野
の人とお話しして、気分転換をして帰ってい
く。行くのが億劫と思う人もいると思います
が、結局みんな楽しんで交流をしているよう
です。
大塚　生まれて初めて運動会に参加したと
か、新幹線に乗ったとか、交流会がなかった
ら日本にいても体験できなかったことがある
わけで、みなさん喜んでくれています。また、
例えばミャンマーから来日したけれど、自分
の周りに母国出身の人が１人もいなくて非常
に寂しい思いをしていたという学生が、交流
会に来て他の大学に留学している母国の人に

出会ったり、高校が一緒だった仲
間と偶然再会したりということも
あります。そういう意味でも、交
流会は奨学生が心の安らぎを得ら
れる場になっていると思います。
林　交流会出席は義務ですが、も
ちろん学業が優先です。テストや
研究等、やむを得ない事情がある
時は事前に「欠席届」を出しても
らいます。その代わり「代替」と
いって、別の機会にお手伝いに来
てもらうなど、必ずこちらが学生

の顔を見るようにしています。どうしても難
しいという場合は事務局にお話しに来てもら
うということもあります。交流会には 100 人
くらい参加しますから、個人的なおしゃべり
をする時間はあまりないのですが、事務局に
来ると 30 分くらいスタッフと喋るので、そ
こで学生の悩みなどいろいろな話を聞けます
から、それはそれで良い機会になっています。
大塚　やはり交流会で母国の奨学生に出会え
たら親近感も違うでしょうし、社会人の先輩
とも出会えればそこで就職活動に役立つ人も
いるでしょう。年６回の交流会のうち1回は、
一般の人も参加できるオープンなものにして
います。日本語学校や高等専門学校の学生で、
大学進学を目指す人たちにもこの交流会に参
加してもらえればと思っています。今年は設
立 20 周年を記念して 12 月 17 日（土）公開
シンポジウムを開催します。多くの方に参加
してもらいたいです。
編集部　交流会以外で、奨学生たちとコミュ
ニケーションをとられる機会はあるのでしょ
うか。
西山　奨学生には生活報告書というのを毎月

交流会（運動会）を思い切り楽しむ奨学生たち
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奨
学
団
体
に
聞
く

出してもらっていて、それを通じて事務局と
のやり取りが生まれています。報告書には最
近の楽しかったことや辛かったこと、今の悩
みなどが書かれており、事務局がそれについ
て回答をするという形でコミュニケーション
をとっています。学生の今の心境や状況を知
ることができるこの報告書の存在は大きいで
すね。
林　奨学金の支給は２年なので、１年が終
わった時点で面談があるのですが、そこで成
績が下がった原因を聞けたり、就活や家族の
ことなどについて聞けるというのも良いコ
ミュニケーションの場になっていますね。

SATOM を財団の人的な繋がりに

編集部　卒業生のネットワーク作りはどのよ
うに行っているのでしょうか。
西山　同窓生のことを SATOM（サトム）、
同窓会を SATOM 会と呼んでいるのですが、
SATOM 会は事務局が中心になり年一回の
ペースで開催しています。ただし現在同窓生
は 700 名を超えていますので、これからは彼
らで自主的にやってもらうように、そのため
の仕組み作りに取り組んでいます。具体的に
は必要最小限の情報を入れたデータベースを
作り、そこで自分の国の奨学生を探せるよう
にしたり、国ごとに支部のようなものを作っ
て、そこに年一回集まって活動してもらった
り、こちらがある程度のフレームを作り、そ
の中で自由な活動ができるようにできればと
思っています。今、この件については現役生
と同窓生の中からチームリーダーを決め打ち
合わせをしているところです。
大塚　例えば東京大学に私たちの奨学生がい

て、彼らはお互い知り合いであるわけです
が、そこに新しい奨学生が入ってきてもすぐ
にはわからない。交流会などで紹介して初め
てお互いを知るわけですが、本当は奨学生に
採用された段階で、同じ大学に新しい仲間が
加わったことを知ってもらえるといいわけで
す。また、就活のことで悩んでいる現役生が、
既に就職している卒業生にすぐ相談できるよ
うになれば良いと思っています。これまでは
卒業生は卒業生だけ、現役生は現役生だけの
集まりでしたが、縦方向に繋いでいくように
しています。奨学生に採用された時点で同じ
大学や地域、同じ出身国の奨学生や SATOM
とつながるネットワーク構築が必要だと思っ
ています。
林　SATOM のメンバーが立ち上げた卒業生
と現役生が入れる Facebook があるのですが、
そこで例えば日本人短期派遣奨学生が「今か
らタイに行きます」というコメントをすると、
タイの同窓生たちが「何か困ったことがあっ
たら言ってね」と返すんです。現地では実際
に会って交流しているとのことで、そういっ
た関係がもっとできればと思いますね。

奨学金だけではない財団の魅力

編集部　最近の学生の変化のようなものは感
じられますか。
大塚　以前の留学生というのは一目で外国人
だとわかったように思うのですが、今はぱっ
と見ただけでは日本人なのか外国人なのかわ
からない。経済に国境はないという時代で
すが、奨学生にも国境がないという気がして
います。そういう意味では学生のグローバル
化が進んでいて、自分の母国のことを客観的
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に見ていたりします
ね。また、最近の学
生は自分の家庭のこ
とも含めてオープン
に語るようになった
と思います。結婚の
発表なども、面談や
交流会の際にみんな
の前で堂々とするよ
うになっていて、こ
ちらが驚くこともあ
ります（笑）。
編集部　では今後
の課題とビジョン
について教えてく
ださい。
大塚　先ほども出ましたが、卒業生含めた
ネットワークをしっかり構築していくという
ことですね。このままいくと 1,000 人ほどの
仲間になると思うのですが、それが一つの力
になっていかなければなりません。
　また、一番いい支援の仕方はなんだろうと
いうことを考えています。例えば日本人の海
外留学で言えば、最近新しいプログラムがで
きて、奨学金だけで比較すると当財団よりも
高いところがあります。しかしながら支援は
奨学金だけではありません。交流会を通して
いろいろな国の人と交流を深めたり、生活報
告書を通して相談に応じたり、アドバイスし
たり、財団を卒業した後も SATOM として
財団と連絡を取り合ったり、事務局を訪問し
たり、家族ぐるみで交流会に参加したり、こ
うしたことがお金よりも大事なものだと思い
ます。こうした当財団の特徴、魅力を PR す
ることも必要だと感じています。

西山　政府系の奨学金プログラムとうちの財
団を併願して、うちの財団を選んだ学生に理
由を聞いたら、こちらのほうがフレンドリー
でいろいろな交流活動をやっているからとい
う答えが返ってきました。そういう、お金だ
けではない当財団の魅力も、広く伝えられる
ようになることが、我々としては理想だと思
います。
大塚　この財団の持つ様々なネットワーク、
交流活動、人の触れ合いといったことをどう
やって広め、共有していくのか。それが先ほ
どの SATOM を含めた人の輪であるのです
が、それに加えて、日本語学校生や高専生、
現地の大学で日本留学を目指している学生た
ちに財団のことを認知してもらうようにした
いと考えています。
編集部　御財団のますますのご発展を期待
しております。本日はありがとうございま
した。

お話をうかがったお三方。（左から）大塚さん、林さん、西山さん
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百賢アジア研究院 2016 サマープログラム（第２回）日本で開催
2016 年 8 月 3 日（水）〜 8 月 24 日（水）  早稲田大学（経済学部）が主催

アジア文化会館（ABK）の第１期生である香港の曹其庸氏が私財を投じて 2014 年に設立した
百賢アジア研究院（BXAI）のアジア次世代指導者奨学金（AFLSP； Asian Future Leaders 
Scholarship Program）のサマープログラムは今年で２回目の開催になる。このサマープログラム
は、日本、中国、韓国、台湾の BXAI のパートナー大学 16 校で学ぶ AFLSP 奨学生が一堂に会し、
３週間生活を共にして異文化交流の中で相互理解を深め、生涯に亘る友情を培う場に位置づけら
れている。昨年の第１回目は浙江大学（中国）で開催、第２回目に当たる本年は BXAI のアンカー
大学である早稲田大学で行われ、約 130 名の奨学生が参加した。
今年は、アジア全域に関連する 5 つのテーマ―（１）科学とサステナビリティ（２）東アジアの
恒久的平和（３）ポップカルチャーの影響（４）アジアの貧困問題とグローバリゼーション（５）
高齢化社会とアジアにおける女性の役割―が取り上げられ、各界を代表する著名人 50 人以上が
講師を務め、意見を交わし、自己啓発を促進すると同時に、ワークショップ、チームビルディン
グ、グループプロジェクト等により実践力を養った。更に２グループに分かれ、広島と東北のス
タディーツアーに参加し、スポーツや芸術鑑賞も行われた。
閉会式では 2016 年サマー・プログラム修了書が奨学生に授与され、最後に早稲田大学から来年
夏の主催大学・国立台湾大学への引き継ぎが行われ、3 週間にわたるプログラムは幕を閉じた。

開会式にて

曹
其
庸
氏
の
開
会
の
挨
拶

曹
ご
夫
妻
（
左
お
二
人
）
と

黒
田
一
雄
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授

（
右
）
と
小
木
曽
Ａ
Ｂ
Ｋ
理
事
長
（
中

央
）
と
布
施
Ａ
Ｂ
Ｋ
常
務
理
事
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発言しない日本人にびっくり

曹 遠（Mr. CAO YUAN） 　〜中国

東京大学大学院 経済学研究科 現代経済専攻（修士２年）

　日本に行きたいと思った理由

の１つは、好きだった「スラム

ダンク」や「タッチ」など、日

本のアニメで描かれる日本文化

…個人主義の中国にはない、み

んなが一致団結し大きな目標に

向かって行く姿に憧れのような

気持ちを抱いたからです。 　

　また、中国での日本に対する

イメージというのは悪い面と

良い面に二極化されているよ

うに思います。僕は日本のポッ

プカルチャーに接して育ちま

したから、日本に対して良い

イメージを持っていたわけで

すが、日本に対して悪いイメー

ジを持っている人も大勢いま

す。ではどちらが正しいのか、

自分の目で見て判断をしたい

と思ったんです。

　そのため大学は学部から日本

に留学できる北京語言大学の外

国語学院日本語学科に設けられ

ているダブルディグリープログ

ラムを選び入学しました。この

プログラムは最初の 2 年半を北

京で、後半の 2 年を提

携先の日本の大学で学

び、卒業すると中日

双方の大学から学位

がもらえるというも

のです。僕は 3 年生に

なると同時に帝京大学

の経済学部経済学科に編

入しました。

　日本の大学に入ってまず衝

撃的だったこと、それは日本

人の学生が授業中に発言をし

ないということでした。中国

人は一人っ子が多いせいか、

自分の意見を通さないと気が

済まないという性格の人が多

く、そのために大声で自己主

張をする人も少なくありませ

ん。授業中に疑問や意見があ

ればいつでも発言するのは当

たり前ですし、周りのことは

お構いなしに先生との議論に

突入してしまう人もいます。

　ところが日本ではみんなただ

ひたすら先生の話を聞いている

だけ。最初は中国とのあまりの

違いにかなりのショックを受け

ました。ただ、しばらくすると、

それが日本人の特徴なんだとい

うことがわかってきたんです。

つまり、日本人は自分の勝手な

発言で授業の流れを止めたり、

その場の空気を乱すことを嫌う

ということです。

　僕も周りの空気がわかるよう

になってくると、授業中の身勝

手な発言は控えるようになりま

した。でもその代わり、授業が

終わったあと先生の所に行き、
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自分の疑問をぶつけたり、納得

が行くまで議論したりするよう

になりましたから、先生との仲

は良くなりましたし、経済学へ

の興味も深まりました。  　

　また、入部した書道部では中

国とは違う日本独特の先輩・後

輩の関係について学びました。

僕は中国の大学では演劇部に所

属していましたが、そこでは先

輩だからといって気を使うこと

はほとんどありませんし、先輩

とも同級生と同じように友達に

なれます。日本では先輩と後輩

の間に明確な境界線があるので

すが、その代わり先輩は後輩を

しっかり育てようとし、面倒を

よくみてあげますね。

　こうしたことが体験できる部

活動は日本の組織運営や縦社会

について学ぶ良い場所だと思い

ます。卒業後、いきなり日系企

業に入り、カルチャーショック

を受ける外国人は少なくないと

思いますが、部活の経験があれ

ば、それを和らげることが出来

る。もっと簡潔に言うと、日本

人社会にある独特の空気を読め

るようになる。どのタイミング

でどういう発言をすればいいの

か、日本の組織の中でどう立ち

居振る舞えばいいのかがわかっ

たのは部活のおかげです。

　大学院への進学は、経済学に

ついてもっと掘り下げて勉強を

したいと思ったからです。開発

途上国がこれからさらなる成長

を成し遂げるためには何が必要

なのか、その本質を掴んでいき

たいと思ったんですね。

　ただし東大はやはり凄いとこ

ろでした（笑）。入学して初め

の 1 か月の勉強量は僕が学部２

年間で学んだ量より遥かに多い

と言う感じでしたから。それで

初めて５月病というのを経験し

たんです。生まれて初めて自分

の学習能力に自信がなくなり、

その先に対する不安がどっと押

し寄せてきた感じです。それま

で自分は勉強が出来ると思って

きたのですが、違う世界で違う

人たちの中に入ってみたら、全

然そうではなかった。ここで生

きていくためにはもっと頑張ら

ないといけないと、自分を奮い

立たせるのには少し時間がかか

りました。

　ですから当初は博士課程進学

のための科目をとりつつ就活も

する、ということをしてみたの

ですが、すぐに自分に両立は難

しいということがわかり、社会

に出ることを決意したんです。

　今はお陰様で希望した企業か

ら内定をいただきましたが、就

活では約100社にエントリーし、

説明会には 200 社ほど行きまし

た。この経験で思ったのは、採

用面接で大切なのは面接官の質

問の本当の意図は何かというこ

とを考えられるようになること

で、それを可能にするのはとに

かく場数を踏むことだと思いま

した。

　また、日本生活の長い外国人

には、自分が外国人であるとい

帝京大学書道部卒業生追い出しコンパで（前列右） 帝京大学卒業式で
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東京大学入学式会場前で

うことにコンプレックスを持っ

ている人もいますが、それはむ

しろプラスにできることだと思

うんです。留学生として母国と

は異なる日本の文化に溶け込ん

だという経験と多様性、そして

他人の考え方や文化を寛容する

心、私たちはそうしたオープン

マインドな面をアピールすれば

いいのではないかと思います。

　結局、今振り返ってみると就

活の道を選んで良かったと思い

ます。たくさんの人に出会い、

議論をする。自分の長所、短所

を知り、上手に自分をアピール

する。そうしたことを重ねてい

くうちに、自分は外に出て、人

とコミュニケーションをとり、

社会を知っていくことが好きな

んだということ、理論的なもの

より実務的なことをやっていく

ことに、やりがいを感じられる

んだということに、気付くこと

ができました。

　これまで 4 年以上日本で生活

をしてきて、わかったのは、日

本という国や日本人を、白か黒

かで説明することはできないと

いうことです。日本には様々な

側面があり、そういう意味では

中国人が抱いている日本に対す

る固定観念がまったく間違って

いるとは言えないようにも思い

ます。

　ただし、今の日本には非常

に多様な考え方を受入れる文

化があります。大きなメイン

ストリームはありますが、個

人個人がどんな考え方を持っ

ていても、それは自由だとい

う空気があります。そして、

日本のルールを守り、マナー

を守り、正直にがんばって生

きている人に対しては、それ

がなに人であろうと、認めて

くれる環境があります。それ

らは日本の素晴らしいところ

だと思っています。

　そんな日本の社会に出て、ま

ず一番やりたいことは日本人の

仕事のやり方を身に付けるとい

うことです。それは全てを受入

れるということではなく、おか

しいところ、理不尽なものは取

り払い、良いところだけを身に

付け自分の人生に役立てていき

たい。

　また、自分の存在が、１人

でも多くの日本人の中国人に

対する見方を変える、そのきっ

かけになればと思っています。

日本社会にどっぷりと浸かり、

それをしっかりと理解した上

で立ち居振る舞える知日家を

目指して、努力していきたい

と思っています。

　一方で中国人として、母国は

まだ発展の段階にあると考える

と、自分の責任、使命は大き

いのではないかと思います。た

しかに１人１人はちっぽけです

が、一滴の水滴が集まり川にな

るように、１人１人を軽く見て

はいけません。１人の努力こそ

が大切なんだと思います。

就職活動中のインターンシップにて
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泰日工業大学（TNI）  　　　  

⑲ TNI 設立１０年目に！ 頼もしい卒業生たち 水谷光一

奮闘記

バンコクの泰日工業大学で活躍するスタッフ＆先生によるリレーエッセイ

　私は泰日工業大学の学長室で、産学
連携・国際交流に関わる業務を担当し
ており、企業の方々とお会いすること
もよくある。先日、その学長室に珍し
く 2011 年に卒業した TNI 第一期生の
チャイワット君が訪ねてきた。
  彼は泰日工業大学が開学した 2007 年
度に入学した約 300 名の第一期入学生
の一人である。ランパーン県の高校か
らの進学だったが、北部に実家のある
子の進学は今でも珍しい方だ。地方の
学生は一般的にも奨学金なしでは進学
が難しいと聞く。 残念なことにチャイワット
君は入学時の試験では奨学金受給生には合格
しなかったものの、2008 年度から支給を開始
した PAI NET（NPO 法人・産業分析人ネッ
トワーク）の奨学金を受給することができた。
PAI NET と は NPO 法 人 分 析 産 業 人 ネ ッ
ト (Professionals’ Net-work in advanced 
Instrument Society) の略称で、事務局長の小
島健二氏は、かねてからタイで分析技術の普
及を推進する中で、「日本語が駆使できるタイ
人技術者」の重要性を以前から考えていたと
ころに TNI が開学され、大学としてスタート
する以前から教育方針に大いに興味を持って
いただき、TNI と一緒に学生を育てていきた
いという想いを持ってくださっていた。
　一期生が 2 年生になった 2008 年 8 月、パ

フォーマンスが良く日本語の勉強を卒業する
まで継続できそうな学生をひとりひとり面接
して奨学金受給生を決定した。これは小島氏
がまだ卒業生を輩出していない大学であるに
もかかわらず、TNI をひたすら信頼し、学生
の潜在的な能力を信じて奨学金を支給し、そ
の数は現在2016年10月までで24名に達した。
　２年生になったチャイワット君はPAI NET
奨学金需給生に選ばれ、その後も必ずしも恵
まれた経済環境でないにもかかわらず、無事
に 2011 年に TNI を優秀な成績で卒業した。
当時タイトヨタ (Toyota Motor Thailand）社
に採用された第一期卒業生は６名いた。そ
の後トヨタを退職した学生もいるようだが、
チャイワット君はタイトヨタから日本に派遣
され、その後に TNI の後輩も続き、現在 30

学長と懇談するチャイワット君（右）
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名以上の TNI 卒業生がタイトヨタに、日本で
もチャイワット君を含め数名の卒業生が２年
程度の任期で働いている。
　この日、日本のお盆休みで名古屋の職場か
らタイに帰国していたチャイワット君は、私
と少し話した後、バンディット学長にも面会
し、会社が自分に与えられた重要な役割につ
いて熱心に語ってくれた。在学中に TNI で勉
強したことが会社から期待されている重要な
仕事に直接役立っていることに私も学長も驚
いた。残念ながら具体的にここで彼の日本で
期待されている職務を紹介できないが、２年
後に発売される世界戦略車の設計に携わって
いるらしい。一番重要なことは、日本の本部
でタイの技術者と日本人技術者が机を並べて
対等に仕事をしているということである。以
前は（現在でもほとんどの製造業はそうであ
るが）日本人だけで設計した製品の図面を使
いそのままタイで製品化していた。タイ人技
術者は日本から来た設計図をそのまま再現す
ればよい、あるいはﾗｲﾝを管理できれば良いだ
けの存在であった。これでは優秀な工学部生
は自分の能力と与えられた仕事のアンバラン
スから生じるｼﾞﾚﾝﾏで辞職してしまうことも多
かった。

　TNI は来年 2017 年に設立 10 周年を迎える。
すでに 2015 年までで修了者は 4,000 人を超え
た。TNI では単に日本の製造業やサービス業
の「下請け」をするだけではなく、独自な発
想と知識で日本の産業を支える人材になって
もらいたいと考えている。
　この 11 月 13 日の学位授与式にも約 650 名
の卒業生が生まれる。彼ら彼女らが日本との
関係性を重視して、将来を自らの手で切り開
いてくれることを願っている。

水谷光一　1988 年渡タイ。1990 年から TPA 日本語教師 ｡96 年から TPA 国際業務職員。
99-05 年まで日本帰国、ABK 勤務 ｡05 年に TNI のプロジェクトに参加する決心で再びタイに！

チ
ャ
イ
ワ
ッ
ト
君
と
筆
者

２
０
１
５
年
の
卒
業
式
の
様
子
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奨
しょうがくきん

学金情
じょうほう

報

　※ 奨学金情報は Japan Study Support のホームページよりご覧いただけます（http://www.jpss.jp/ja/）

■ 公
こうえきざいだんほうじん

益財団法人 とうきゅう留
りゅうがくせいしょうがくざいだん

学生奨学財団

●対
たいしょう

象：①日
に ほ ん

本に勉
べんきょうまた

強又は研
けんきゅう

究のために来
き

た

外
がいこく

国人
じんりゅうがくせい

留学生、財
ざいだん

団が２か月
げつ

に１度
ど か い さ い

開催する

交
こうりゅうかつ

流 活動
どう

に参
さ ん か

加できる者
もの

　②次
つぎ

の国
こくせき

籍を持
も

つ

者
もの

。大
だい

韓
かん

民
みん

国
こく

、中
ちゅうかじんみんきょうわこく

華人民共和国、モンゴル、

台
たいわん

湾、香
ほんこん

港、マカオ、フィリピン、ブルネイ、

ベトナム、ラオス、カンボジア、タイ、マレー

シア、シンガポール、インドネシア、ミャンマー、

ブータン、ネパール、インド、バングラデシュ、

スリランカ、モルディブ、パキスタン、アフガ

ニスタン、ロシア連
れんぽう

邦、アメリカ合
がっしゅうこく

衆国、カナ

ダ、オーストラリア、ニュージーランド、パプア・

ニューギニア、太
たいへいようじょうしょとう

平洋上諸島・諸
しょこく

国（フィジー、

トンガ等
とう

）　

③ 2017 年 4 月に、日本の大
だいがくいん

学院に正
せいきがくせい

規学生（研

究生およびオーバードクターは含
ふく

みません）と

して在
ざいせき

籍している者
もの

、ただし次
つぎ

の年
ねんれいせいげん

齢制限があ

ります。修
し ゅ う し か て い

士課程（博
は く し ぜ ん き

士前期課程）：1987 年

4 月 1 日以
いこうしゅっせい

降出生の者
もの

　博士課程（博士後
こ う き

期課

程）：1982 年 4 月 1 日以降出生の者

④ 2017 年 4 月以降、他
た

の年
ねんがく

額 360,000 円
えん

を超
こ

える奨学金 / 研究助
じょせいきん

成金を受
う

けない者。　

⑤日
に

本
ほん

語
ご

で研
けんきゅうけいかくとう

究計画等が説
せつめい

明できる者。（面
めんせつ

接は

すべて日本語で行
おこな

います。)　

●奨
しょうがくきん

学金：月
げつがく

額 180,000 円（他
ほか

に国
こく

内
ない

学
がっ

会
かい

出
しゅっ

席
せき

旅
りょ

費
ひ

等
とう

を支
しきゅう

給）

●奨
しょうがくせいきかん

学生期間：2 年
ね ん い な い

以内

●採
さいようにんずう

用人数：15 名
め い て い ど

程度

●応
お う ぼ ほ う ほ う

募方法：財
ざいだん

団ホームページから所
しょてい

定の

募
ぼしゅうよう

集要項
こう

をダウンロードし、提
ていしゅつしょるい

出書類を全
ぜ ん ぶ

部そ

ろえて、郵
ゆうそう

送で財
ざいだん

団に提
ていしゅつ

出する。 

●応
おうぼうけつけ

募受付：10 月 1 日（土）〜 10 月 31 日（月）

（17 時
じ

までに財団必
ひっちゃく

着のこと。持
もちこみ

込は禁
き ん し

止）

●実
じっしだんたい

施団体・問
といあわ

合せ先
さき

： 

公益財団法人 とうきゅう留学生奨学財団

〒 150-0002　東
と う き ょ う と し ぶ や く し ぶ や

京都渋谷区渋谷 1-16-14

渋
しぶ

谷
や

地
ち

下
か

鉄
てつ

ビル５階　

電話：03-6418-3099

FAX：03-3486-8160

メールアドレス：info@tokyu-f.jp

ホームページ  ： http://www.tokyu-f.jp
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イベント情
じょうほう

報

■ 留
りゅうがくせい

学生ホームステイ交
こうりゅうかい

流会 in 京
きょうと

都 2016 

NPO 法
ほうじん

人国
こくさいせいしょうねんこうりゅうきょうかい

際青少年交流協会では日
に ほ ん で ん と う ぶ ん か

本伝統文化の街
まち

、京
きょうと

都にて 2016 年 10 月 21 日（金）から

2
に

泊
はく

3
みっ

日
か

のホームステイ交流会を開
かいさい

催します！　ホストファミリーは京都の一
いっぱん

般ボランティア家
か て い

庭。

首
しゅ

都
と

圏
けん

はじめ、各
か く ち

地の留
りゅうがくせい

学生の皆
みな

さんが京都を訪
おとず

れ、交流することをとても楽
たの

しみにしています。

また本
ほんにってい

日程は葵
あおいまつり

祭、祇
ぎおんまつり

園祭とともに京都三
さんだいまつり

大祭の一
ひと

つとして世
せ か い て き

界的に有
ゆうめい

名な『時
じだいまつり

代祭』の期
きかんちゅう

間中で

あり、中
なか

でも 10 月 22 日（土）に開催される『時代行
ぎょうれつ

列』が最
さいだい

大のクライマックスとなりますので、

京都の歴
れ き し ぶ ん か

史文化を体
たいけん

験できる絶
ぜっこう

好のチャンスです！

実
じ っ し き か ん

施期間：2016 年 10 月 21 日（金）〜 10 月 23 日（日）

集
しゅう

　　合
ごう

：10 月 21 日（金） 13:00  JR 京都駅
えき

滞
た い ざ い さ き

在 先 ：京
き ょ う と し

都市およびその周
しゅうへん

辺の一
いっぱん

般ボランティア家
か て い

庭

募
ぼしゅうにんずう

集人数：15 名
め い て い ど

程度

参
さ ん か ひ

加 費 ：１６，０００円（税
ぜいこみ

込）※ 京都までの交
こ う つ う ひ

通費は各
か く じ じ こ ふ た ん

自自己負担となります。

募
ぼしゅうしめきり

集締切：10 月 17 日（月）まで　※ 定
ていいん

員に達
たっ

した場
ば あ い

合は締
しめきり

切とさせていただきます。

主
しゅ

　　催
さい

：特
と く て い ひ え い り か つ ど う

定非営利活動法人 国際青少年交流協会

　　　   　東
とうきょうとみなとくきたあおやま

京都港区北青山 2-7-26 ヒューリック外
がいえんまえ

苑前ビル 2F/ エーシーオー内
ない

　　　　　電
で ん わ

話：03-6890-0595　FAX：03-6735-8990

　　　　　E-mail： web@kokusaikoryu.com　ホームページ http://www.kokusaikoryu.com/

■ 第
だい

７回
かい

  日
に ほ ん

本インドネシア市
しみんゆうこう

民友好フェスティバル 

日本インドネシア市民友好フェスティバルは、インドネシアと日本のより活
かっぱつ

発な関
かんけい

係を希
き ぼ う

望する双
そう

方
ほう

の市民がより積
せっきょくてき

極的な協
きょうりょくかんけい

力関係を築
きず

くことを目
もくひょう

標としています。今
こ と し

年は、プロ女
じょせいかしゅ

性歌手 ARI のミ

ニコンサート！ パプア州
しゅうせいふ

政府から 27 名
めい

の来
らいにち

日、インドネシア高
こうこうせいぶようだん

校生舞踊団 50 名の来日！　日本

のプロ舞踊団も素晴らしいパフォーマンスを見せてくれます。毎
まいとしきたい

年期待されているグルメフェスタ

もさらにパワーアップ！

日
にち

　時
じ

：2016 年 10 月 15（土）、16 日（日）　10 時開
かいじょう

場 19 時閉
へいかい

会（土）、20 時閉会（日）

会
かい

　場
じょう

：東
とうきょう

京・代
よ よ ぎ こ う え ん

々木公園イベント広
ひ ろ ば

場（JR 山
やまのてせん

手線「原
はらじゅく

宿」駅
え き と ほ

徒歩 7 分
ふん

）

主
しゅ

　催
さい

：日本インドネシア市民友好フェスティバル実
じっこういいんかい

行委員会

　　　　（事
じ む き ょ く

務局：認
にんてい

定 NPO 法
ほうじん

人 C.P.I. 教
きょういくぶんかこうりゅうすいしんいいんかい

育文化交流推進委員会）

共
きょう

　催
さい

：インドネシア中
ちゅうおうせいふ

央政府

問
といあわ

合せ：E-mail  indonesiafestival2008@gmail.com

　　　　ホームページ　http://www.indonesia-festival.com
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皆様の暖かい御支援に感

謝申上げます

〈会費とご寄附の報告〉

2016 年６月

賛助会員

エレクトロデザイン 中央区

正会員

（２口）
石川 毅／優子 北区

（１口）
木村 博／劉 彩品 川越市
内山 敦之 中野区
村田 忠禧  川崎市
千野 克子 墨田区
真弓 忠 渋谷区
岩尾 明 日田市

竹嶋 栄子 松戸市
鈴木 八重子 志木市
赤星 裕 船橋市
庄司 龍平 神戸市
広田 誠四郎 高崎市
忍足林基  江東区
大田原 康彦／真澄 仙台市
森尾 正照 北杜市
中西 鶴子 名古屋市
吉原 エツ子 姶良市
野口 明美 三鷹市
横田 雅弘 千代田区
橋本 イスラムヌルール 坂戸市
大野 大平 北区
山田 守一 港区
木下 幹康／澄江 狛江市
重野 幸子 臼杵市

ご寄附

小木曽 建 世田谷区
田中 宏 足立区
綿貫 勤 秋田市

2016 年７月

正会員

（１口）
三橋 隆資 習志野市
堀 幸夫 杉並区
浜崎 長寿／和子 堺市
長谷川 崇之 さいたま市
米田 康三 浦安市
遠東国際貿易（株） 豊島区
樋口 隆 文京区

ご寄附       

酒井 杏郎 渋谷区
岡崎 道子 池田市

　　   東京後楽ロータリークラブより浴衣贈呈・富士神社の盆踊りに参加
駒込富士神社（東京都文京区）での盆踊りに ABK の学生達が参加しました。今年も東京後楽ロー
タリークラブより浴衣を贈呈頂き、タイ・マレーシア・中国・香港の学生達が華やかな浴衣姿
となりました。会場では学生達自ら踊りの輪に加わっていき、日本の夏の盆踊りを楽しみました。

ご報告



第 4回卓球大会を開催
2016 年 7月 22日（金）第４回卓球大会を開催しました。14名で予選トーナメントを行い、勝ち上がった

4名で準決勝・決勝戦を行いました。LIU ZI CHANGさん（中国）が優勝し、トロフィーと賞品が贈られ

ました。

2016 年 7月 22 日（金）第４回カラオケ大会を開催しました。観客投票の結果、まっすぐな澄んだ

歌声で「Glitter Wish」を披露してくれた LEE MEI CHI さん（マレーシア）が優勝しました。今年

は 14組の学生がエントリー、様々な地域・ジャンルの歌が披露され、大いに盛り上がりました。

第 4回カラオケ大会を開催

協会のあらまし

ご入会とご寄付のお願い

名　称：公益財団法人アジア学生文化協会
　ＡＳＩＡＮ　ＳＴＵＤＥＮＴＳ　ＣＵＬＴＵＲＡＬ　ＡＳＳＯＳＩＡＴＩＯＮ

　   （AＳCA）

所在地：東京都文京区本駒込2丁目12番地13号

代表者：理事長　小木曽　友

設　立：1957年（昭和32年）9月18日
故穂積五一氏創設

目　的：日本とアジア諸国の青年学生が共同生
活を通じて、人間的和合と学術、文化
および経済の交流をはかることによ
り、アジアの親善と世界の平和に貢献
することを目的とする。

◇主な事業◇
（1）留学生宿舎の運営
（2）留学生日本語コースの運営（進学希望者向

けの日本語を中心とする教育）
（3）留学生に対する情報提供支援
（4）アジア語学セミナー
（5）帰国留学生のアジア文化会館同窓会、（社）

日・タイ経済協力協会、ＡＢＫ留学生友の
会との連携・協力

◇会費（年額）◇

正会員　　　1口　1万円
賛助会員　　1口　5万円
特別会員　　1口　10万円
会員には広報誌「アジアの友」が無料配布され
ます。また、広報誌購入だけを希望される方に
は、購読料年間３千円（＋税）でお送りしてい
ます。

当財団に対する寄附金は、所得税、一部自治体
の個人住民税、相続税、及び法人税の税制上の
優遇措置があります。

当協会は、政府の補助金を受けていない純
民間運営の公益法人ですので、財源に限り
があり、皆様方からお送りいただく会費、
寄付金は、本協会の活動を支える貴重な財
源となっています。何卒ご理解、ご協力を
お願い致します。

会員並びにご購読のお申込みはメール・電話または巻末の振替用紙にてお願いいたします。 
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2015年度より購読料に別途消
費税をご負担いただくことにな
りました。何卒ご了承下さい。

後 記
少し前の作品になるが「ジンクス!!!」という映画を見た。日本に留学した韓国人女
性ジホが、寮で知り合った日本人女子大生楓の恋を成就させるため、韓国式ジンク
スを背景にした恋愛成就方法を伝授する。当初はしつこいジホに鬱陶しさを感じ、
彼女を避けようとする楓だったが、徐々に彼女の言葉に耳を傾け始める。一方、明
るく振る舞うジホだが実は忘れ難い悲しみを背負っており…という物語。で、この
映画、極端に言えば熱い韓国人と淡泊な日本人、そして韓国文化と日本文化の違い
がよく描かれている。ふと我を振り返って考えてみても、韓国人留学生にはけっこ
う世話焼きの人が多かった。こちらが距離を置きたいというシグナルを出しても受
けとる気配はなく、相手はどんどん踏み込んでくるという感じ。しかしいつしかそ
れを受入れ、こちらも実践できるようになると、関係は心地よいものに変わる。本
当の異文化交流は簡単なものではないが、だからこそ意味があり面白い。ところで
この映画のもう一つのポイントは、過去の悲恋からの脱却。恋人とのつらい別れは
忘れても、楽しかった思い出まで忘れることはない。なるほどなあ…でもこれはで
きそうにない。
なお、本号の発行が大幅に遅れましたこと、お詫び申し上げます。（久）
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